
国営公園事業（海の中道海浜公園）【直轄】（福岡県福岡市）

玄界灘海浜部防風林整備

【公園平面図】

■概要
海の中道海浜公園は、北部九州の広域的レクリエーション需要等に対応するために整備を進めている国営公園

■補正予算概要
・公園のユニバーサルデザイン化の一環として利便性・快適性を向上するため、案内サインを更新（多言語化）
・災害時における指定避難場所としての機能を確保するため、西駐車場の再整備及び汚水ポンプ等を改修
・公園の防風・防潮・防砂機能を高めるため、玄界灘海浜部の防風林を整備

C地区（西駐車場）再整備

【公園概要】
・計画面積：539ha
・供用面積：350ha

う み な か み ち か い ひ ん こ う え ん

事業費：５８０百万円

汚水ポンプ等改修
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建政－１

【位置図】

サイン更新イメージ

C地区（西駐車場）再整備

災害時の受入台数を増加

サイン更新

当該箇所

【円安を活かした地域の「稼ぐ力」の回復・強化】【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】



国営公園事業（国営吉野ヶ里歴史公園）【直轄】（佐賀県神埼市、吉野ヶ里町）

■概要
国営吉野ヶ里歴史公園は、我が国固有の優れた文化的資産である吉野ヶ里遺跡の保存と活用を目的に設置した国営公園

■補正予算概要
・利用者の安全性を確保するため、老朽化した公園施設への対策として、復元建物の修繕、木柵の更新、園路の改修等
を実施する。

事業費：２２０百万円

：国営公園区域

復元建物修繕

：県立公園区域

【園内全域】
園路改修

【位置図】 【公園平面図】

N

よ し の が り

復元建物劣化状況（屋根） 復元建物修繕（イメージ）

建政－２

木柵更新

【公園概要】
・計画面積：54ha
・供用面積：53ha

当該箇所

【円安を活かした地域の「稼ぐ力」の回復・強化】【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】



■概要
金丸川・池町川流域内地区では、平成30年7月豪雨により甚大な内水浸水被害が発生。
「金丸川・池町川総合内水対策計画」を策定し、国・県・市が連携して事業を実施。
市としては、雨水幹線、ゲートポンプの新設等により、計画降雨（66.4mm/h）に対して床上浸水被害の解消を図る。

■事業内容：雨水排除施設の整備
■事業期間：令和４年度～令和５年度
■事業主体：久留米市
■整備内容：逆流防止ゲートの新設を実施。

建政－３

事業費：７３百万円

【位置図】 【事業効果】

金丸川・池町川流域内において、計画降雨

（66.4mm/h）に対して床上浸水被害を解消

平成30年7月豪雨による
被害状況

金丸川・池町川流域内地区下水道床上浸水対策事業【補助】（福岡県久留米市）
かなまる が わ いけまちがわ

当該箇所

＜本事業による被害軽減効果＞
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【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

R4補正配分による実施箇所R4補正配分による実施箇所
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■概要
下水道の耐震化事業として、防災拠点等の重要な施設からの汚水が流下する幹線等や下水道施設について対策を行う
ことにより、地震時の道路陥没や汚水漏出による公衆衛生被害を防ぐものである。

■事業内容：下水道施設の耐震化
■事業期間：平成31年度～令和５年度
■事業主体：佐賀市
■整備内容：下水管（汚水）更生工事φ200～φ500(mm) 、管口可とう化工事を実施。

下水道総合地震対策事業【補助】（佐賀県佐賀市） 建政－４

管渠更生工事

可とう化工事

【対策イメージ】

社会資本整備総合交付金の内数

至 佐賀市下水浄化センター

城西公民館

平松老人福祉センター

【位置図】 N

佐賀県庁

凡例
：Ｒ４補正工事
：防災拠点

：社会福祉施設
：その他

当該箇所

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

下水管の内側
を更生材で巻
き立てて補強

人孔と管渠の接
続部に可とう性継
手を設置し、地震
時の揺れに対応

人孔

可とう性継手

管渠



（都）長崎時津縦貫線（茂里町～滑石工区）（街路事業）【補助】（長崎県長崎市）
な が さ き と ぎ つ も り まち な め し

【位置図】

■地域間の連携強化

【国道206号】

■市内の慢性的な渋滞緩和

交通渋滞の中、車両の間を縫って救急搬送
している救急車両。

長崎市北部唯一の主要幹線道路は国道206号
の1本のみであり、慢性的な渋滞が発生。

【写真① 国道206号渋滞状況】 【写真② 国道206号緊急車両】

【周辺市道】

■概 要
「長崎時津縦貫線（茂里町～滑石工区）」は、地域高規格道路「長崎南北幹線道路」（延長約１５ｋｍ）の一部であり、地域間

の連携強化、長崎市内の慢性的な渋滞緩和、事故リスクの低減等を目的。
■事業内容：延長 L=５．３km、幅員 W=１２～１８m ■事業期間：令和４年度～令和１８年度 ■事業主体：長崎県
■整備内容：橋梁設計を実施。

事業費：１００百万円

当該箇所

【事業効果】【平面図】 西彼杵道路
（事業中）

L=3.4km

ながさき なん ぼくながさ き とぎつ じゅうかんせん も り まち な め し

建政－５
【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】



土地区画整理事業（高田南地区）【補助】（長崎県長与町）

■概要
本地区は道路、公園等の公共施設が未整備であることから、災害時の避難路・避難先が十分に確保できていない状況にある。
本事業により、秩序ある市街化形成を図り、計画的なまちづくりを実施する。

■事業内容 土地区画整理 約４９．８ｈａ
■事業期間 昭和６０年度～令和１２年度
■事業主体 長与町（長崎県による受託施行）
■整備内容 道路改良・新設

建政－６こうだ みなみ

（都）高田越中央線

長崎市

長与町

JR道ノ尾駅

写真③ 道路整備状況

写真① 宅地整備状況
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長与町
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写真② 整備前
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公園

当該箇所

社会資本整備総合交付金の内数

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】



■概要

熊本地震で甚大な被害を受けた益城町において、創造的復興のシンボルとなるまちづくりを推進する。

○（都）益城中央線

■事業内容(主体)：防災機能の向上、交通円滑化、安全な通行空間の確保を図るための街路整備（熊本県）

■整 備 内 容 ：道路改良

○益城中央被災市街地復興土地区画整理事業

■事業内容(主体)：町の中心部（木山地区）において、にぎわい・健康・文化等の拠点整備（熊本県）

■整 備 内 容 ：道路改良、移転移設補償

○都市構造再編集中支援事業（益城町中心市街地地区）

■事業内容(主体)：災害時の一時避難場所を兼ねた都市公園の整備推進（益城町）

■整 備 内 容 ：街区公園

熊本地震からの創造的復興【補助】（熊本県益城町） 建政－７

事業費：３２０百万円

ま し き ま ち

社会資本整備総合交付金の内数

事業費：１０８百万円

443（都）水前寺秋津線

L=280ｍ
（W=22.0ｍ）

（都）益城中央線 L=3,167ｍ（W=27.0ｍ）※土地区画整理事業区間を除く

益城中央地区
A=28.3ha

全延長 L=約3.8㎞（街路事業 L=約3.1㎞、土地区画整理事業 L=約700ｍ）

益城町中心
市街地地区

↓ 熊本市方面

箇所①

箇所②

箇所②（安永地区）箇所①（広崎地区）

被災時 現在

整備イメージ（益城中央線）

整備イメージ（街区公園）

きやま

当該箇所

【位置図】

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】



■概要

令和２年７月豪雨による被災者の住宅確保のため、災害公営住宅の整備を行う。

■事業期間：令和３年度～令和６年度

■事業主体：熊本県人吉市、熊本県球磨村

■事業内容：被災者の住宅確保のための災害公営住宅の整備

災害公営住宅整備事業【補助】
（熊本県人吉市、熊本県球磨村）

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など国民の安全・安心の確保】

【被災状況】

事業費５，７７２百万円

【位置図】 【災害公営住宅の整備イメージ】

建政－８

当該箇所

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

人吉市街地

球磨村役場付近 球磨村渡地区

人吉市相良地区



■概要

「庄の原佐野線（下郡工区）」は、地域高規格道路「大分中央幹線道路」（延長約６ｋｍ）の一部であり、高規格幹線
道路である東九州自動車道と連結し、地域間連携と渋滞緩和を図る。

■事業内容：延長Ｌ=９００ｍ、幅員Ｗ=５５ｍ ■事業期間：平成２９年度～令和８年度 ■事業主体：大分県

■整備内容：橋梁下部工事等を実施。

（都）庄の原佐野線（下郡工区）（街路事業）【補助】（大分県大分市） 建政－９
し ょ う は る さ の しも ごお り

しょう はる さ の せん しもごおり おおいたちゅうおう

【位置図】

当該箇所

地域高規格道路 大分中央幹線道路

L=6.0km

広域防災拠点
大分スポーツ公園

庄の原佐野線

大分駅

大分IC

大分米良IC東九州自動車道

下郡工区
L=0.9km

【平面図】

主要渋滞箇所 (大分臼杵線周辺のみ)

下郡工区整備前のルート(大分駅前～米良IC)
下郡工区整備後のルート(大分駅前～米良IC)

事業中
供用中

しもごおり

下郡工区
L=0.9km

○対策イメージ

○現地状況写真

下郡工区
L=0.9km

先詰まりにより渋滞

直進は青表示

至 臼杵市

県道 大分臼杵線の渋滞状況（朝ピーク時）

加納西

○大分市中心市街地と市南東部を往来す

る交通が集中することにより市内中心部に

著しい交通渋滞が発生。本路線の整備に

より、市内中心部へのアクセス強化と交通

の分散による交通渋滞の緩和が期待され

る。

令和４年５月撮影

【下郡工区整備による所要時間の短縮】
（大分駅前～米良IC）

約25分

約14分

約１１分短縮

所
要
時
間
（
分
）

【整備内容】

【事業効果】

至 大分駅

事業費：３２０百万円

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】



■概要
脱炭素社会に向けた取組として、下水汚泥のバイオマス資源としての利活用が期待されている。
大在水資源再生センターに固形燃料化施設を整備することによって汚泥の燃料化を行い、有効活用を図る。
整備に合わせて市内他処理場及び周辺他自治体の下水汚泥受け入れを行い、汚泥処分費の低減を図る。

■事業内容：下水汚泥固形燃料化施設の整備
■事業期間：令和３年度～令和６年度
■事業主体：大分市
■整備内容：電気、機械類の製作、整備を実施。

建政－１０

事業費：２２２百万円

【位置図】 【事業効果】

市内他処理場（４施設）及び周辺の６市１
町の自治体の汚泥受け入れを行い集約処理
することで、汚泥処分費の低減が図られる。

大在水資源再生センター

大分市下水汚泥燃料化事業【補助】（大分県大分市）

＜本事業による汚泥処分費軽減効果＞

※50年間で試算
※建設費等を含んだ費用

17億円の削減

汚泥処理施設

脱水汚泥
 弁天水資源再生センター
 宮崎水資源再生センター
 原川水資源再生センター
 松岡水資源再生センター
 他自治体

水処理施設
固形燃料化施設

（固形燃料化施設へ）

余剰分
（セメント原料へ）

脱水 濃縮

沈殿

大在水資源再生センター

（脱水汚泥）

（濃縮汚泥）

（脱水汚泥）

（固形燃料）

他処理場・他自治体の
汚泥受入

【「新しい資本主義」の加速】

当該箇所

おおざい
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都市公園事業（山之口運動公園）【補助】（宮崎県都城市）
建政－１１

■概要

地域の防災力向上を図るため、災害時に広域避難場所や防災活動拠点となる防災公園を整備する。また、平時はス
ポーツ振興の拠点となり、令和９（2027）年開催の国民スポーツ大会のメイン会場としても活用される予定である。

■事業内容：陸上競技場、駐車場等の防災公園整備

■事業期間：令和４年度～令和６年度 ■事業主体：都城市

■整備内容：防災備蓄倉庫や自衛隊や警察の派遣部隊の拠点となる陸上競技場の整備

【公園平面図】

状況写真（令和４年１０月）

【位置図】

み や こ の じ ょ う しや ま の く ち

陸上競技場完成イメージ
0 m100

陸上競技場整備

（防災備蓄倉庫、大規模災害時における
自衛隊や警察の派遣部隊の活動拠点）

（参考）駐車場：
災害時はヘリポート

として使用

当該箇所

社会資本整備総合交付金の内数

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

N



■概要
まちの玄関口・シンボルとなる観光交流センターや地域生活拠点の機能向上を図るための総合センター、及びこれ

らとスポーツ拠点施設を結ぶ道路の高質空間形成等を実施し、まちの魅力を向上させ、交流人口の拡大と、それによ
る賑わい創出を図る。

■事業内容：既存建造物活用（山之口総合センター）、高次都市施設（山之口駅観光交流センター）、地域生活基盤

施設（山之口総合センター前多目的広場、駅前広場、駅前ポケットパーク）、道路（駅前通線）整備ほか

■事業期間：令和３年度～令和７年度 ■事業主体：都城市

■整備内容：山之口総合センター前多目的広場整備、山之口駅観光交流センター整備を実施。

建政－１２

【位置図】

事業費：１２７百万円

【整備内容】

山之口地区 都市構造再編集中支援事業【補助】（宮崎県都城市）
や ま の く ち みやこのじょうし

125 250 500 7500 1,000
ｍ

:  都市再生整備計画の区域

:  都市機能誘導区域

: 居住誘導区域

:  ■基幹事業

: □提案事業

: ○関連事業
（参考）

■基幹事業（高次都市施設）
山之口駅観光交流センター整備

□提案事業（事業活用調査）
事業効果分析調査
低未利用地活用検討調査

■基幹事業（地域生活基盤施設）
山之口駅前広場整備

■基幹事業（道路）
市道駅前通線（幅員構成再配分･高質化）

■基幹事業（地域生活基盤施設）
山之口総合センター前多目的広場

○関連事業
山之口総合支所複合化整備事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）
山之口駅前ポケットパーク

■基幹事業（地域生活基盤施設）
歩行者系サイン

■基幹事業（既存建造物活用事業）
山之口総合センター整備

山之口駅観光交流センター 整備イメージ

《事業効果》

〇エリア内における地域主体のイベントの参加人

数が約1.3倍に増加

〇山之口総合センターの利用者数が約1.3倍に増加

〇山之口運動公園の利用者数が約2.0倍に増加

○関連事業
山之口運動公園整備事業（都市公園）

当該箇所

: ○Ｒ４年度補正分実施事業

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】



土地区画整理事業（谷山第三地区）【補助】（鹿児島県鹿児島市）

■概要
本地区では、道路、公園等の公共施設が未整備なまま市街化が進んでおり、居住環境の悪化や交通渋滞等が生じている。
本事業の実施により、公共施設の整備改善や土地利用の増進を図り、居住環境良好な市街地整備を図る。

■事業内容 土地区画整理 約３４．９ｈａ
■事業期間 平成２３年度～令和１５年度
■事業主体 鹿児島市
■整備内容 道路築造、宅地造成等

建政－１３たにやま

社会資本整備総合交付金の内数

【事業効果】

〇狭隘道路や密集市街地の解消による居住環境良好な市街地の形成

〇宅地嵩上げ等の浸水対策工事による安全な市街地の形成

公園

公園

公園

公園

永田川

令和４年３月撮影

整備前

箇所①

箇所②

整備後

箇所① 箇所②

整備内容

当該箇所

【円安を活かした地域の「稼ぐ力」の回復・強化】【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】



■概要

大規模盛土造成地において、安全性を確認・把握するための詳細調査（地盤調査等）を実施し、地震時における

滑動崩落の被害の軽減を図る。

■事業期間：平成31年度～令和５年度

■事業主体：南さつま市

■事業内容：大規模盛土造成地の変動予測調査

大規模盛土造成地における耐震化の推進（宅地耐震化推進事業）【補助】
（鹿児島県南さつま市）

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など国民の安全・安心の確保】

【地盤調査（例）】

社会資本整備総合交付金の内数

【位置図】
【大規模盛土造成地の変状事例】

建政－１４

当該箇所

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】



盛土規制法に基づく法施行前準備調査（都市防災総合推進事業）【補助】
（福岡県、福岡市、熊本県、大分県、宮崎県、宮崎市）

■概要
来年５月に法施行される「盛土規制法（正式名称：宅地造成及び特定盛土等規制法）」に基づく規制区域の指定の
ための法施行前準備調査を実施する。

■事業主体：福岡県、福岡市、熊本県、大分県、宮崎県、宮崎市
■事業内容：盛土の災害防止のための調査

建政－１５

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など国民の安全・安心の確保】

社会資本整備総合交付金の内数

【位置図】

【基礎調査】
・地形・地質、土地の利用状況等の情報
（規制区域指定の根拠）
・盛土の分布、盛土が行われた土地の安全性
に関する情報（勧告・命令の根拠）に関する
調査実施

【区域指定】
・都道府県知事等（県、政令市、中核市）が、盛土等（土捨て
行為や一時的な堆積を含む）により人家等に被害を及ぼし
うる区域を規制区域としてを指定

・規制区域内で行われる盛土等は都道府県知事等の許可
の対象

基礎調査の実施

規制区域の指定

【区域指定の流れ】

定期的（概ね5年毎）な基礎調査結果等
により規制する区域の見直しを実施

【盛土規制法における区域指定）】

土地の用途（宅地、森林、農地等）にかかわらず、
危険な盛土等を全国一律の基準で包括的に規制
(宅地造成等工事規制区域、特定盛土等規制区域）

当該箇所

【防災・減災、国土強靱化の推進、外交・安全保障環境の変化への対応など、国民の安全・安心の確保】

平地部

森林
農地

＜宅地造成工事規制区域（改正前）のイメージ＞ ＜新制度による規制区域のイメージ＞

新制度による規制区域
【規制対象】
●土地（森林・農地を含む）を造成するため
の盛土・切土

●土捨て行為や一時的な堆積

※（下線部）：規制を強化する部分

【区域指定のイメージ】
改正前の宅地造成工事規制区域に加えて、
土砂流出等により人家等に被害を及ぼし
うる、森林、農地、平地部の土地を広く指定

（参考）
改正前の宅地造成工事規制区域

【区域指定のイメージ】
主に、丘陵地にある市街地（又は今後
市街地になりうる土地）の区域を指定

【規制対象】
●宅地を造成するための盛土・切土
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